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令和３年度第４回理事会議事録付属資料 
相模原市行財政改革プランパブリックコメントの 
れんきょう及びあしたば会の要望と市の見解 

【れんきょうからの要望】 
ＮＯ．1395 
「医療費助成制度事業における医療機関頻回受診等に係わる 適正受診」について、頻
回制限は止めて頂きたい。透析患者の 場合、合併症が多く、受診頻度が多くならざる
を得ない。 
ＮＯ．1396 
いわゆる応能・応益負担の考えであるが、障がい者に対して は、応能負担は賛成（但
し、基準所得設定は慎重に）であるが 一律的に個人負担が発生する応益負担は止めて
頂きたい。 
ＮＯ．1397 
れんきょうは相模原市まち・みどり公社より銀河アリーナの 一角（８m２）を廉価に
て借り受け、障がい者の就労の場とし てれんきょうの加盟団体の天命会に売店（含む
倉庫）として提 供している。銀河アリーナ廃止により代替物件の提供を頂きたい。 
ＮＯ．1398 
現在、「障害者福祉団体連携事業」として、１２月の障害者 週間（３日～９日）の間
の日曜日に「障害者週間のつどい」と いうイベントを、並びに障害への理解を進める
情報発信サイトの運営を市より委託を受けて行っている。双方とも、一般市民 に対し
て障がい児者への理解を促進する上で効果ある事業と理解しており、また、障がい児
者理解は障がいへの差別を無くす上でも重要なことと認識しており、廃止すること無
きようお願いする。 
ＮＯ，1340 
歳出削減策全般に亘って、障がい福祉サービスについては 「必要な障がい者に必要な
福祉サービスを届ける」の視点から 現状より財政面において後退の無いようにお願い 
ＮＯ．1341 
障がい児者福祉団体が行うイベントには波及させないで頂 きたい。市民と障がい児者
の交流イベントしての「ほかほかふ れあいフェスタ」は障がい児者福祉団体の重要な
行事である。 実行委員会方式で開催。 
ＮＯ．1402 
障がい児者福祉団体への補助金については減額しないよう お願いします。障がい児者
福祉団体の収入源は会費と若干の寄 附であり、市からの補助金に頼るところは極めて
大きく、減額 されると活動の量・質に影響する。 
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【市の見解】 
「扶助費を始めとした社会保障施策等の見直し」については、 様々な分野の社会保障
施策等についてパッケージによる見直しを検討するため、改革プランの下に「第１
期」に実施プログ ラムを設定し、「第２期」から取り組むこととしていますが、改革
プランの下に「第１期」に実施プログ ラムを設定し、「第２期」から取り組むことと
していますが、 「第１期」においても、実施プログラムの抑制取組や財政状況 等を
踏まえて実施可能なものについては、「第２期」を待たず に直ちに見直しを行いま
す。 いただいたご意見は、「第１期」において、実施プログラム の設定を行っていく
に当たって思慮すべき様々な観点の一つ として、今後の参考にさせていただきます。  
 
【あしたば会からの要望】 
ＮＯ．1736 
「私は相模原市の障がい者団体で「相模原市精神障がい者仲間 の会（あしたば会）」
と「相模原市障害児者福祉団体連絡協議 会（れんきょう）」で障がい者運動をさせて
いただいておりま す榛澤昌高と申します。普段の生活や活動の中で、自分が当事 者
として考えたことや関わっている当事者の方々からの声を まとめ、今回パブリックコ
メントとして意見を述べさせていた だきました。障がい者としての切実な声をまとめ
た要望ですの で、是非施策の方に反映させていただければと願います。宜し くお願
い申し上げます。「相模原市行財政構造改革プラン（案）」 を拝見させていただき、大
変気がかりな部分がありました。P ４４の「歳出削減案」に「扶助費をはじめとした
社会保障施策 等の見直しを検討」とあり、その実施プログラムに「市単独事 業の段
階的な削減・廃止」とありました。一昨年、あしたば会 などの障がい者団体が署名を
集めて、“縮小”から“継続支 給”になった、「市重度障害者等福祉手当」「福祉タクシー
利用 料助成（タクシー券）」「自動車燃料費助成（ガソリン券）」は 相模原市単独事業
ですが、見直しに中に含まれているのでしょ うか？この改革プラン（案）や参考資料
を読ませていただくと、 たしかに相模原市の財政状態は大変厳しく、改革の必要性は
理解できますが、この３つの福祉サービスが削減や廃止になることは障がい者の生活
に大きな打撃を与えます。「タクシー券」 や「ガソリン券」を病院の通院など必要な
外出に利用されてい る障がい者にとっては“足を奪われる”ことになります。また 
「障害者等福祉手当」は少ない収入の中で、何とか“やりくり” するための生活費に充
てられ、生活をしのいでいる障がい者も 少なくありません。どちらも“死活問題”で
す。経済的に不安 定になると調子を崩したり、精神的に追い込まれます。経済的 な
安定は心身の調子を整える上で欠かせません。移動手段が奪 われたり、心の余裕が失
われることによって、引きこもりや自 殺を誘発させかねないと大変危惧しておりま
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す。現状、この３ つの福祉サービスは相模原市の障がい者の生活を支える上で 欠か
せなくなっていることも事実です。この点を考慮して、こ の３つの福祉サービスを、
見直し案から除外し、継続支給下さ いますよう謹んでお願い申し上げます。相模原市
は 4 年半前、 19 名の障がい者の命が奪われた場所です。以来、相模原市は 「共に
ささえあい生きる社会」を目指してきました。障害福祉 サービスの後退は、このスロ
ーガンの理念に反するように思い ます。この３つの福祉サービスは市の単独事業で、
どこの自治 体でも行われているものではありませんが、相模原市は、障が い者問題
において、ある意味、十字架を背負ってしまった街で す。他の自治体が行えないこと
を、あえて行うのは非常に重要 な意義があると考えます。どうか“福祉のまち相模原”
を守っ てください。謹んでお願い申し上げます。 
【市の見解】～れんきょうの要望に対する回答と同一～ 
「扶助費を始めとした社会保障施策等の見直し」については、 様々な分野の社会保障
施策等についてパッケージによる見直 しを検討するため、改革プランの下に「第１
期」に実施プログ ラムを設定し、「第２期」から取り組むこととしていますが、改革
プランの下に「第１期」に実施プログ ラムを設定し、「第２期」から取り組むことと
していますが、 「第１期」においても、実施プログラムの抑制取組や財政状況 等を
踏まえて実施可能なものについては、「第２期」を待たず に直ちに見直しを行いま
す。 いただいたご意見は、「第１期」において、実施プログラム の設定を行っていく
に当たって思慮すべき様々な観点の一つ として、今後の参考にさせていただきます。  
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